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はて、何のため学ぶのか？ それは、未来を主体的に生き抜くために 

校長  横枕 耕史 
 

１ 春江中の教育目標 

生徒一人ひとりが将来への希望をもって、自ら伸び、

たくましく育ち、未来を主体的に生き抜き、豊かな創

造性を備え、持続可能な社会の創り手となるために、

次のような生徒の育成を目指します。 

〇 自ら進んでよく学び、協力して働く生徒 

〇 規律を守り、責任を重んずる生徒 

〇 心身ともに健康で、思いやりのある生徒 

「自ら進んでよく学ぶ生徒」の育成 

・ 生徒が各教科の見方・考え方を働かせ、興味・関心・

探求心をもって授業に臨むように ICTを活用し、

学ぶ喜びや楽しさを実感させ、主体的・対話的で深

い学びにつながる授業を推進し、基礎学力の定着と

確かな学力の向上を図ります。 

・ 生徒自らが課題を発見するとともに、主体的にその

課題や問題を解決していく力を育成します。周囲と

ともに考えたり、発表したり、疑問や意見を話し合

う授業を行います。 

・ 先を見通して行動できる自己管理力の習得を目指

し、自己管理ノート(Foresight 手帳)を活用しな

がら、生徒自身が目標に向かって自分で考えた計画

を実行し、成功・失敗体験を得ながらＰＤＣＡサイ

クルで自己調整しながら自己学習力を高め、学習習

慣の定着を図ります。 

「協力して働く生徒」の育成 

・ 学級活動、学校行事に加え、地域の方と生徒が直接

つながるボランティア活動を通して、生徒の自主性

や協調性を育み自己有用感・自己肯定感を高め、地

域社会に貢献できる意欲と態度を育みます。 

「規律を守り、責任を重んずる生徒」の育成 

・ 「責任ある自由」の下、生徒自らが自分で考え、そ

の場の状況に臨機応変に対応し、自らの行動を適切

に律し、その責任を果たせるように、学校の教育活

動全体で自主・自律の精神や社会生活で必要となる

社会的資質や能力を育成します。 

「心身ともに健康で、思いやりのある生徒」の育成 

・ 基本的な生活習慣の確立や体育・食育・保健が一体

となって健康教育を推進していく。「2100年の江

戸川区（共生社会ビジョン）」の実現に向けて、教

育活動全般を通し、人権尊重の精神と思いやりの心、

豊かな心と感性を育成します。 
 

２ はルえアクション・スローガン 

【は】っけん(発見)・気付く 

① 自己理解…自分を見つめ、強みや弱みを把握し、

未来に向け何を大切にし、どのように行動するか、

自己基盤(自分軸)を形成しよう。 

② クリティカル･シンキングと課題発見…「正解」が

ないことが存在します。物事や情報を多角的・論

理的・客観的・批判的に分析・検討・判断する力

を育み、課題を発見し解決策を考えよう。 

③ 探究…課題解決に向け「学ぶ意義」を感じ、設定

した目標やテーマを探究し、主体的に学ぶ楽しさ

やできる喜びを感じよう。 

【ル】ートを考え、つながる 

① 「なりたい自分」につながるために、新しい視点

や知識を得ながら、自分を成長させ、変容させる

アクションを起こそう。 

② 自分の夢・目標は何か？自分で考えて、決めて、行

動する。トライ＆エラーを繰り返し、困難に直面し

てもあきらめずにポジティブに挑戦しよう。 

③ 目標達成に向け PDCAサイクルで自己調整・自己

管理しながら、自学自習していこう。 

【え】がお(笑顔)を創り出す 

① 自分や他者の幸せ（ウェル・ビーイング）を常に考

え、互いに助け合えあえる思いやりと優しさをもち、

誰もが幸せに生きることができる多様性共生社会

を目指そう。 

② ボランティア活動に参加しよう。 

（令和７年度 学校経営方針より） 

春 江 中 学 校 教 育 目 標 

○ 自ら進んでよく学び、協力して働く生徒 

○ 規律を守り、責任を重んずる生徒 

○ 心身ともに健康で、思いやりのある生徒 
【は】っけん・気付く 【ル】ートを考えつながる 【え】がおを創り出す 


